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　 温かな日差しが降り注ぐ3月10日（月）、第76回卒業

証書授与式が行われました。3年生152名が、晴れやか

な顔でこの学び舎を巣立っていきました。 

－校長式辞（抜粋）－ 

　 これまで、校長として、いろいろなメッセージを皆さんに送ってきましたが、そのメッセージのす

べては、これからの「予測不能」とも言われている未来社会を生きていく皆さんに、少しでも役に

立つ話はないかと考え、話してきたつもりです。そのメッセージも、今日がいよいよ最後となりまし

た。（中略） 

　 日本選手のアメリカ野球殿堂入りは史上初の快挙です。快挙を成し遂げたイチローさんが、

会見で述べた言葉が私の印象に強く残りました。 

「自分の能力を生かす能力が別にある」 
　 自分が持っている能力やスキルを活かすためには、「それをどう使

うかを考える力」や、「努力をし続けることができる力」が大切である

と述べました。すなわち「持っている身体的才能も大事ではあるが、

それを生かす能力、努力できる能力こそが大切であり、それは持って

生まれた身体的才能とは全く別のものである」という意味です。（中略） 

　 皆さんにも、他の人にはない、あなただけの「いいところ」、「強み」が必ずあります。自分には

何もないと思っている人もいるかもしれませんが、それは、あなた自身がまだ知らないだけ、気づ

いていないだけ、必ずあります。これからの人生において、様々な経験をする中で、その強みはき

っと見つかります。その「力」を見つけ、自分はこれだと思ったのならば、次はそれを活かし訓練

し、磨き上げていく、そんな「生き方」をしていってください。イチローさんは、そんなメタ認知の高

い生き方を教えてくれました。 

あなたの価値は唯一無二。世界でただ一つの存在です。両親からいただいた大切な「あな

た」という存在。でも決して自分一人の力でここまで来たわけじゃないですよね。ここまで、大切

に育てててくれた親御さんや家族への恩返しを、そろそろしていってもいいんじゃないですか。恩

返しは決して物じゃなくてもいいです。努力している姿、立派に成長していく姿、それを見せてい

くこと。それが何よりもの、恩返しになるのではないでしょうか。感謝の気持ちを忘れず、どうか、

いただいたその「存在」を大切に、そして足羽中で培った「トライ」の精神で磨き続けていってほ

しいと思います。 

　 私はこの3月をもって校長職を終えます。最後の卒業生が君たちで

本当に良かった。君たちのお陰でいっぱいセロトニンが出ました。たくさ

んの幸せを、本当にありがとう。 

　 超・頂・挑。いろんなことに挑戦し、今までの自分を超えて、そしてあな

たの選んだその道の頂点で、輝いていってください。（後略） 

－お知らせ－　 学校だより「ふれあい」は、足羽中学校HPにおいてカラ
ーでご覧いただけます。右のQRコードもしくは下記からご覧ください。 

URL：https://asuwa-junior-high-school-fukui.edumap.jp

 3月24日(月)、令和6年度の修

了式が行われました。1，2年生

の代表が修了証を受け取り、1年間を締めくくりました。 

 校長先生からは、修了の「修」の意味についてのお話があ

り、この1年間の学びや心の成長を確認しました。春休みには、進級の準備を

しっかりして、4月から新たな学年で頑張りましょう。 

  

  今年度末をもって、下記の教職員が、退任・離任することになりました。今

まで大変お世話になり、ありがとうございました。 

〔退任〕 

松山幸市校長(役職定年 教諭として明道中へ） 川﨑敬子教諭(足羽中へ） 

〔離任〕 

丹尾秀雄教諭(成和中へ) 松田実教諭(社南小へ) 金鑄善史教諭(成和中へ） 

龍勝芳江教諭(県教育庁へ) 田中信竹教諭(光陽中へ)  

酒井康宏教諭(武生第一中へ) 伊藤哲郎講師(社中へ) 川嶋良美講師(進明中へ) 

  

 

 3月14日（金）、令和7年度1学期の生徒会役員選挙が行わ

れました。今回は1，2年生とも多数の立候補があり、立会演

説会では、公約や学校に対する熱い思いを訴えました。来年度の学校祭を盛

り上げるアイディアから、挨拶や目安箱の設置、学年を超えた交流など、学

校をよりよくしたいという気持ちが立候補した一人一人から伝わってきて、

とても頼もしく感じられました。4月からの生徒会活動を期待しています。 

 3月17日（月）の「マナー講座」に1年生が参加しました。

講師から、印象や挨拶についてのお話があり、ワークショ

ップ形式で取り組みました。 

 なぜ挨拶をするのか考えたり、ペアで挨拶をしてよいところを伝え合う活

動を行ったりする中で、挨拶の大切さを感じ取っていました。 

 挨拶は人から信頼される第一歩ということを心に置き、日

頃の学校生活や2年生の職場体験でも今日の学びを生かして

ほしいと思います。 
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